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等方性媒質と異方性媒質との界面など，対称性の異なる２つの誘電体の界面に存在しうる

Dyakonov表面波［1, 2］は，伝搬損失を受けない表面波としてナノ光回路やセンシングデバイス

への応用が期待されている。しかしながら，その存在条件に対する厳しい制約のため実験的に観

測するのは極めて困難であり，1988 年にその存在の理論予測がされる［1］も，実験的な観測は

未だ数件に留まる［3, 4］。その存在条件を緩和するために様々なメタマテリアルの採用がこれま

で検討されてきた［5, 6］が，そのような試料の作製は困難であり現実的なアプローチとは言い難

い。そのような中我々は，金属ナノ粒子を分散した液晶メタマテリアルが Dyakonov表面波の存在

条件の緩和に有効であることを，異方性媒質を扱うために拡張されたMaxwell-Garnettモデル［7, 8］

に基づき理論的に明らかとしてきた［9, 10］。今回我々は，液晶マトリクス中に分散させる金属微

粒子として様々な材料を想定し，Dyakonov表面波の存在条件緩和に対する効果を比較検討したの

で報告する。 
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Fig.1: Schematics of Dyakonov surface 

wave (DSW) on nanoparticle dispersed 

liquid crystal (NDLC). 
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